昨日 大 森の 家へ 行って 仕舞った K 子が 居て 呉れたら と 

云う 気持が 一 杯になる。 

こころやす 

いつ 呼んでも 来て 呉れる 心安い、 明け っぱなしで 

居られる 友達の 有難 味 を、 離れる としみ じみと 感じる。 

ほう 

彼の 人が 来れば 仕事の 有る 時 は、 一人 放って置いて 

た あ、 

仕事 をし、 暇な時 は 寄っかか りつこ をしながら 他愛 も 

ない 事 を 云って 一 日 位 座り込んで 居る。 

あきれば、 

「又 来ます、 気が 向いたら。 

と 云って 一 人で さっさと 帰って 行く。 

私 は、 私より ニ寸位 背の 高い 彼の 人が、 私の 貸した 



本 を 腕 一杯に 抱えて、 はじけ そうな、 銀杏 返し を 見せ 

まち ふう うちわ はやあし 

て 振り向き もしないで、 町 風に 内輪ながら 早足に 歩い 

て 行く 後 姿な んかを 思いながら フィと 番地 を 聞 いて 置 

かなかった、 自分の 「うかつ」 さ をもう 取り返し のつ 

かない 事で もした 様に 大業に 思った。 

裏通りの 彼の 人の 叔父の 家へ 行けば すぐ わかる 事 だ 

けれ 共、 人 を やる ほどの 事で もな しと 思って、 「おとと 

い」 出した S 子への 手紙の 返事 を 待つ 気持になる。 

飛石の 様に、 ぼつり ぼつり と 散って 居る 今日の 気持 

は 自分で も 変に 思う 位、 落つ けない。 

女中に、 



花 を 折りに 庭へ 出て 書斎の 前の、 低い 小さな 

(二字 分 空白) 

「口 口石」 から 足 を 踏み はずして ころぶ。 

下らない 事 をした もの だと 思う けれ 共、 急いたり、 

あんまり 喜んだり するとき つと こんな 事 を 仕出来す の 

が 私の 癖 だ。 

( 一 字 分 空白) 

足が 痛い 痛い と 云いながら 私が 家中 □ 走して 

居る の を 皆が 笑って 誰も 取り合わない。 

すっかり 飾って 仕舞う と 三時 近い。 

顔が 熱くな つ て 唇が ブル ブ ル して 居る。 

S 子の 顔 を 見る まで は 落つ けない の だから —— 

今べ ル がなる か 今べ ル がなる かと 聞 耳 をた てて 居る 



ジ ジ—！ ベルが なる。 

私 は 玄関に 飛び出す。 

見る と S 子ば かり じゃあな く、 T 子 も A 子 も 来た。 

「さあ 早く 御上ん なさい。 

と 云う と T 子が 時間が おそい からと 云つ て 私と 一 一言 三 

言 云った なり 一 人で 先へ 帰って 仕舞った。 

何だか 馬鹿され た 様で 止め もしな か つ た。 

S 子 は 私が たのん どいた もの を わざわざ 持って来て 

呉れた。 

三十 分ば かり 話して、 一寸 私の 書斎 をの ぞいて 人に 

届けても らいたい もの を あずける と 一 一人と もす ぐ 帰つ 



声 を 出そうかと 思って 口 を あく、 —— あきは 開いて 

ち、 

可、 ま.^！ L- も、 

と 思う と 出かけた 声 も 喉 深く ひつ 込んで 仕舞う。 

風が サァ— ッと 吹く と ブル ブ ルツと 身ぶ るいの 出る 

ほど 寒い。 熱が 出る と 悪い と 思って 家へ 入る。 

それでも まだ 寒い。 

かんしゃくが 起る。 

秋風が 身にしみる。 「ああ ああ 夜になる のかな あ」 

と 思う と 急に あたりに 気 を 配る —— 午後 六 時。 
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